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秋風が心地よい季節となってきました。運動会に遠足にと戸外で活動することが多い今

日この頃ですがいかがお過ごしですか。

さて、このたび重信町は町制40周年を記念、して絵葉書を作り、各戸に画持しました。

町下の景観を、重信八景と題して絵葉書にしたものです。その中に、なんと三カ村泉が入

っているので、すO 私達の活動の成果がここに現れたのでは・などと内心にんまりとし

ている会員もいることと思います。何を穏そう私もその一人です。町のこの泉に対する積

極的な姿勢を大いに評価したいと思います。今後、この泉がその豊かな自黙をできるだけ

維持できるような方法で整備されるの見守って行きたいと思いますG ところで、私達がこ

の泉の保全を呼びかけ作製販売した絵葉書2000部が全部残らず売り切乱ました。今回

は、その売上最終報告も載せましたので、ご覧Fさい。

学習会の前代表で言語療法士として再就職を果たされた丸井さんから長編の手記が麗き

ました。高知で草も生き生きと活躍されている様子力年に取るようにわかりますお。

9月は、広報などでもたびたび記事になっているゴミ問題について、町創始Eで新しく

できた環境整備課倒蟻課長のお話をうかがう機会を得ました。ゴミ問題雌題対これだと

いう方法の見つからない本当に難しい問題であることをつくづく思い知らされました。し

かし、今何かをしなければ・・危機はそこまで、迫っていることを実感しました。消費

者として、町民として、主婦として一体何ができるのが、何をしなければならないのかを

私達なりに真剣に考えたいと思います。 くT..H) 
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れち~ -t也事業、の来悲のずてめに

9月 1.2臼(:;t\)町民会揺に去を~ Iて、町役喝環境保全課 加藤課長、 m当醸員の万

を迎えて、平成 91:手4月ょっ実施される可賎ごみの r指定ごみ袋制導入』についての

経過報告を開き、参加者による草間や意見交換を行いました。

まず、 r指定ごみ袋制導入』理由として

1 ft!!釘とのごみの区別をする

低密度ポリエチレン製で、袋への印瀞jの色を変えることにより他町との区別イと

を図るリ

ヱ 環境負荷(ごみの;量}の軽減を因る

各戸 1年分 100枚を無料配布ろ {町税‘ごまかなっているので決 Lて無料

で?はない

ヨ人はと世帯 ぢOL袋・ 3人未満世帯 30し袋を配布する予定。

3 ごみ処理費用の公乎な負担を泊る(従量制i議事入)

無料配布以上必要分は町内のスーパー-高高で購入(ごみ処理費に見合'った価絡

設定を予定している" ) 

4 ごみ処理作業の安全性を確保し、ごみ処理費用的軽減を留る

外から見て中身がわかるので安全性が高まる。

ごみの量が減れば、年間 1:5 0 0万円泣かかるごみ想理費用が軽減される。

ラ ごみに対する意識のi義援を図る

記名制導入{各戸が責任を持ってこみ排出し、スムースに回収する為}

jレーfレj議反(可燃ごみ以外の混入など)には違反ステ‘ソカーをEおり収集しない令

以上の項目は、 iゴミ問題懇談会 J ・「アンケート調査J等を笑施し、 「廃棄物処理

棟討委員会」を設置して決定されました。

来年4月完全実施に向けて、今年 10月か 11月頃より『揖定ごみ袋樹』本格試行

をチ定しているそうです v

つぎに.参加ァ苦による露関や;意見交換のi内容として、

車中身が透けて克えるので、アライパシー保護や、生ごみの水分対策の為に[内袋 j

を検討中との事ですよ

〈参加者の意見〉

生ごみの水分をさらんと切っておけば新聞紙で閣に合うのでは。

プライハL一保護も新聞紙などで包むなどの対越をすれば良いのでは。

Q ごみの減量的為に家躍でごみを壊やす人が増2とると思うので、小型焼却炉を斡旋し

てはどうカみァ

A 焼却1i，品度によってダイオキシンが発生する L、小型焼却炉にもタイオキシン対策

のできる物は無いので、ごみとして排出したほうが環境負荷が小さいのでは 3 そ

の為には、家窓内でのごAの減量化が不可欠となる。

Q ごみの有料fとを考えるフえで、 l校留から指定袋を買った方がよいのでは?

人 啓蒙を継続し釘民の意識を高めながら、無料一歩有料に移行していけば良いの
...，.，・ L:'、警叫。
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?守物袋持多選動

スーノ¥-c)尖はこン￥袋として判別できなくなるのて、町内のスーハー‘淘j苔等に

貨物袋持参運動をすすめゐのはどうかソ

商工会を通とて、ふ〈 λ の素材変更を綴って Viるとのこと ω 是非、

を績討してもらいたい u

等、紙面に書き切れない程、活発会意見が出されました‘

Q 

A 

ただ、容器話芸 1) サイ ?l~i去を了ツ i.t て‘現在、 「士号、え~‘いごみ J として収集 L てい
るべ，，'ト ;J~ トル・アルミーステール缶. [，にんま室等iJ)容器包装につしにくは、可燃ごみの

白指定よみ袋導入』実路後、じよとょに 7j'.~IJ収集を L て \.1 く予定とのことでした ρ ‘ 

県内でも来年4月ょう(かな i)1.ユ前より巣施している自治体も多いか)分別の組分ヒ

を実践する自治体がJ..l..'jなかで一歩出おくれてしま勺た訳で、大切な資源をリサイク I!-.

しやすくする為に、一日も慰(7i" ~IJ 0)組分イヒを実施できる体制作りに着手してもらいた

いとおもいます (A咽 M)

亡Z芸〉もも
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2月12日に町による説

O. <K寧
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学習会の皆さま、ご無沙汰していますが、お元気ですか?

高知に来て、早一年を過ぎ、 2度目の夏がやってきました。高知の日差しは強烈で、ま

た一段と真っ黒に染まりそうです。

昨年8月から本職に復帰。自転車で 5分の伊野町総合健康センターで在宅ケアのスタッ

フの一員として訪問言語リハビリを始めましたが、この4月からは正式に町の非常勤職員

となり、活動も本格的に広がってきました。言語療法は病院においても需要があるものの

まだ少なく、また在宅の分野ではほとんど行なわれていません。その意味でもやりがいが

があります。

最近、高齢化と介護保鎚の論議から、にわかに在宅ケアが関心を集めていますが、伊野

町(人口約2万5千人〉の在宅ケアは質的にも高く充実しており、全国的にも注目されて

いるようですので、今日はその話をすることにしましょう。

伊野町の在宅ケアの中枢は、総合健康センターという建物のなかにあるのですが、 JR

隷路脇の小さく古ほけたこの建物のなかで毎日、種々のスタッフが生き生きと議論し、動

いているとは想録もできません。ただ少しその分野を知っている人なら、建物横の空き地

一杯にずらっと並んだ訪問看護ステーションの車、厚生課や社協とかかれた数台の車やパ

ン、建物脇に揃えられた十数台のバイク、朝と夕方建物の正面に横付けになって待機して

いる 3台のリフトカーを見て、 「ムム・・これはただものではない」と分かるかもしれま

せん。ふ 7年前、遅れている高齢者の在宅ケアをなんとかしなくてはと開かれた対策会

議で、方針のひとつとして採用されたのが、 「建物は後で、中身を先に充実させよう Jと

カことだったそうです。

現在、この健康センターには、訪問看護ステーション(看護婦常勤 2入、非常勤3人)

、保健婦 (6人)、ホームヘルパー (14人)、デイサービス B型(スタップ 7人)、 P

T(非常勤理 3日)、 OT(非常勤週 1日)、 ST (非常勤遇 3日〉、事務員 2人という

在宅スタッフのほか、社会福祉協議会と医師会がはいっています〈その外に在宅ケア活動

としては町内 20詰所あるミニデイサービスがあります)。狭い建物のなかで色々な専門

スタップがお尻をぶっつけながら働いていますが、この健康センターの特徴は陣容の豊富

さとチームワークの良さにあるといえます。

最近では、高齢者対策もそれぞれの地域で充実されつつあり、各地で立派な施設や通所

サービス、さらにヘルパーの人員が増えていますが、ともすると中身は本当に「サービス

が必要な人に、必要なサービスが仔なえているかJ疑問のことが多くあります。それらの

原因として、各施設やサービスがぱらぱらなこと、しかもお役所の画一的で融通のきかな

い仕事ぶり、人材確保の保守性などがあげられると思いますが、幸い伊野町では、それま

でにあった町立特別養護老人ホームと広域施設の老人保健施設を除いた、在宅のすべての

機関とサービスが一体となったシステムが作り上げられています。

窓口は保健婦に一本化され、県内外の医療機関、要介護者本人 e 家族、鍵蔵相談、ミニ

デイサービス、民生委員、行政、その他の情報源からの相談・情報がすべて保健婦に入り

ます。一般に要介護者の実態把握されていない市町村も多く、サービスを受ける実数も少

ないところも多くあるようですが、伊野町ではこれまでの保縫活動の実結もあって、要介

護者の実態は、ほとんどすべて坦握されており、しかもサービスが町民に知られているた

め、利用者も多くあります。{呆鍵婦に情報がはいると、保健婦が訪問し.情報収拾しもそ

-4由



の結果必要とあれば、適宜各専門スタッフに相談して、可能なサービスを探り、実施しま

す。同時に、月一回4時間程かけて関かれる、行政担当者も交えた全スタッフ参加のカン

ファレンスで問題点・対策サービスの内容が吟味され、討議されます。情報が全員に共有

されるとともに全員の知恵が生かされます。

このカンファレンスは最近では見学者も多いのですが、ヘルパーはじめ全員のスタッフ

がそれぞれの立場から本音で意見を言うので非常に活発で、驚かれています。研修報告も

全員に課せられており、互いに違う専門職種の情報交換の場にもなっており、新人といえ

ども容赦なく発言を求められるので、随分と鍛えられるようです。私も幾度となく言語に

ついアヂFまった需をオる機会特与えられました。話すごとで、他のス夕、ソフの理解も得

られ、対象者への対応も変化が見られてきています。行政担当者も型どおりの対処の仕方

では済まされません。各スタッフから吊し上げにあいます。 rそこをなんとかするのが行

政マン・ウーマンの腕のみせどころでしょj というわけです。各スタッフはそれぞれの部

署で毎日、あるいは趨 l回のミーテイングを開いていますが、それ以外にもそれぞれスタ

ップが属〆や部屋で一人一人の対象となる人のことについて熱心に話す場面がよく見られ

ます。

もうひとつ特徴的なのは‘在宅ケア:亡、単なる「お世話」ではない「地域リハビリテー

ションの考え方」、 「自立への援場Jの考え方がしっかり押さえられていることです。そ

のうえでアプローチする職種、使ヲサーピスや頻度・目標など対象者にあったケアプラン

が考えられており、各サービスが機能的に組み合わされて実施されています。皆よく研倍

にも行き、しかも研究発表もし(させられ)ます。私もその空気に押され、 「伊野町の言

語障害者の実態と言語療法活動」という議題で 5月に高知県リハビリテーション研究会に

発表しましたが、運よく最優秀賞と 5万円の賞金までもらいました。もちろんそのお金を

足して皆で、飲みに行ったのは言うまでもありません。(それにしても高知の人は男も女も

よく献みまヲね I

話がそれましたが、ここでは 11)ハピりつてなんだろうね'?J とか「本人への援助なの

それとも家族の?J '.00さんにとって食べるって、生きるってなんなんだろう ?Jなど

など哲学的議論から具体的な対策までいろんな命題が問い掛けられ、考えることが次々で

できます。仕事が面白くってしょうがないという額をした人が何人も生き生き{動いている

職場は楽しいものです。逃げ場のない在宅生活は本人や家族も落ち込ませる場合がありま

すが、スタッフも生身の身、かならずしもいつも思うとおりいかず、落ち込んだり、あき

らめそうになることもありますが、そんなとき、別の職種のスタッフが別の角度でまた、

元気を持ち込むことがよくあります。これもチームアプローチの良さですね。

こんな威に、怠け者の私も対象者の人や他のスタップから元気をもらったり、また元気

を返したりしながら毎日を過ごしていまF。もう-，)<:っλ気の元になっているこのあたり

の自然についてはまた、今度お便りします。皆接もぷiT:な仲間とのチームワークで元気に

お過ごしください j

1 996年7月 12日
丸井美意子

-;吋



開設え
噌持丸、
円、、韓《

8，EHこ、自主主観察指導員講習会にffってきました。棄晴らしい場所で、葉通な人遣に出会えました。教

えられた事が多すぎて、まだ需をどうし1とらいいのか分かちませんが、出来ることから少しずつ行動し

ていこうと患っています。今まで私iL毘虫の名前も撞物の名前も知らないがら、韓察会は出来ないと

思っていました。でも「知ることよりも、感じることのほうが重要だJと聞いて、それなら出来ると患
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土曜Eに江Eヶ1まに行こうと桔談しています。少し，ずつ知識も増やしていきたいと患ってし，ます。皆撮f可
かとお?亡しいと泣思いますが、ぜひご参加ください。お待ちしています。 (l{.) 
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水彩画を多数麗訴します。ぜO

おこし下さい。
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場所 J R久万駅やまなみ 2 F 

:A万申牢境@
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